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「－５０℃以下の反応が室温で可能に」 

マイクロ化学技術を用いたスワン酸化反応を、宇部興産が MCPT・京大と共同開発 

宇部興産株式会社 

 

宇部興産（社長：常見和正）は、新エネルギー・産業技術総合開発機構(ＮＥＤＯ)の「革新的部材産業創

出プログラム」において「マイクロ分析・生産システムプロジェクト」（プロジェクトリーダー：小宮山宏

東大総長）を受託しているマイクロ化学プロセス技術研究組合（ＭＣＰＴ，竹内隆理事長） 並びに 京都大

学大学院工学研究科 桂インテックセンター マイクロ化学システム高等研究院内のマイクロ化学プラント

グループ京都集中研究所（グループリーダー：吉田潤一京大教授）と共同で、化学プロセスに革新的な変化

をもたらすものとして期待されているマイクロ化学技術を用いて、医薬品中間体等の製造に広く利用され、

通常－５０℃以下の低温でなければできなかったスワン酸化反応を、室温で反応させる技術を開発した。 

従来のスワン酸化反応では、反応系を－５０℃以下に保ち、不安定な反応中間物質の分解を防いでいた。

しかし今回の研究ではマイクロ化学技術の特性を利用して、瞬時に混合させる事により得られた反応中間物

質を、分解するよりも早い０．０１秒という瞬時に次の反応に供することにより、室温で反応させても低温

反応と同等以上の反応成績が得られる技術を開発することに成功した。 

この成果は、マイクロ化学技術の迅速混合、精密時間制御、精密温度制御という特徴を利用することによ

り、従来低温で行われていた反応が広く室温でできる可能性を示すものであり、合成化学の設備、安全、環

境面全般において大きく貢献する技術であると考えられる。 

「マイクロ分析・生産システムプロジェクト」では、この技術をさらに同様の不安定中間体を含む各種化学

反応に適用拡大するとともに、医薬品中間体を含む精密化学品の製造法として確立する研究開発を進めてい

く。 

本成果は、３月１０日、Angewandte Chemie International Edition 電子版に発表された。（なお、同誌は 

４月１５日に発行予定） 

 

※１ マイクロ化学技術：微小なマイクロ空間を活用して流体を高速、高精度に扱いながら化学反応を行わ 

せる技術。 

 

※２ スワン酸化反応：選択的にアルコール類をアルデヒドやケトン類に酸化する反応 

 

※３ マイクロ化学プロセス技術研究組合：詳細はhttp://www.mcpt.jp/ 
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